
第３・４学年 国語科学習指導案 
〈第３学年〉                                          

◆単元名 世界の家のつくりについて考えよう  「人をつつむ形 －世界の家めぐり」                              

１ 単元構想                                         ４ 研究主題に関わって 

 

 

 

 

  
                                              ５ 学習の流れ（全 11 時間） 

 

                                               

 

 

 

 

 

 

 

 
 

２ 単元の目標及び評価規準 

（１）単元の目標 

 

                                 
                                                

 

 
（２）単元の評価規準  

 

 

 

 

 
３ 単元の系統性 

 

 

 

 

 

 

 

 

知識及び技能 思考力、判断力、表現力等 学びに向かう力、人間性等 

考えとそれを支える理由や事例な
どの情報と情報との関係について理
解することができる。   (２)ア 

 文章を読んで理解したことに基づい

て、感想や考えをもつことができる。 

Ｃ(1)オ 
 

言葉がもつよさに気付くととも

に、幅広く読書をし、国語を大切

にして、思いや考えを伝え合おう

とする。 

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

考えとそれを支える理由や事例な
どの情報と情報との関係について理
解している。      （２）ア 

「読むこと」において、文章を読んで理

解したことに基づいて、感想や考えをも

っている。         Ｃ(1)オ 

 

目的を意識して、中心となる語

や文を見付けて要約し、学習課題

に沿って、粘り強く、分かったこ

とや考えたことを説明しようとし

ている。 

２年 ２月 
あなのやくわり 

★知っていることとむすびつけて読む 

本単元 
人をつつむ形―世界の家めぐり 
★ものの見方や考え方をとらえる 

３年 １０月 
パラリンピックが目指すもの 

★要約してまとめる 

３年 ２月 
外国のことをしょうかいしよう 

★話の組み立てや話し方をくふうする 

４年 １月 
数え方を生みだそう 

★筆者の考えから自分の考えを広げる 

単元で身に付けたい力 

ものの見方や考え方をとらえる力 

言語活動とその特徴 

 本単元では、世界の家のつくりにはどのような工夫があるかを話し合い、考えたことを文章にまとめる言語活動を設定

している。筆者の紹介している世界の家のつくりについて、整理しながら内容を読み取る必要がある。その際、文章に書

かれていることに加えて、写真や絵から分かる情報も、文章と関連付けて読むことが求められる。これまでに学習してき

た力を、本単元では、教材文の学習後に行う書く活動の中でも生かすことができるように取り組んでいく。 

 児童はこれまで文章を読み取る時に、自分の

知識や経験と結び付けて考えることを学習して

きた。Ｒ５年度の標準学力調査の結果では、国語

の正答率は 93.8％と全国より＋21.3 と高い結果

であった。しかし、普段の授業では、書かれてい

る内容を正しく読み取ることができず、問われて

いることを本文から見付けることができない、短

い文でまとめることができない等の課題が見ら

れる。 
 

 

 第一次では、これまで筆者の「ものの見方や考え方」をどうやって捉えてきた

のかを想起させ、「人をつつむ形」では、筆者がどんな観点で文章を書いている

のか考え、話し合わせる。 
 第二次では、筆者の「ものの見方や考え方」を踏まえて、本文に書かれている

ことを整理させる。そして、家のつくりについての筆者の観点をもとに、世界の

家のつくりについて考えさせる。 
 第三次では、本文を読んで学習したことや、友だちとお互いの説明を聞き合っ

て考えたことを振り返り、単元の学習をまとめさせる。 
 指導にあたっては、これまでに学習したその経験を踏まえ、文章や写真、絵な

どから読み取ったことを整理し、自分の考えに生かすことを身に付けさせたい。

また、本文と写真や絵の内容を関連付けながら読み、家のつくりの工夫と、土地

の特徴や人々のくらしとの関係を整理してまとめさせたい。 

児童の実態 指導観 

【令和５年 11 月 28 日（火） 第５校時  大用小学校  ３学年：４名 ４学年：３名 計７名  授業者 山脇 昌代】 

 学習過程 主な学習内容及び学習活動 評価の計画及び評価規準、評価の方法 言語活動 
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①単元のゴールを知り、学習の見通し

を立てる。 
・「人をつつむ形」について考え、世界の家のつ

くりについて紹介文をつくるという学習課題を

確かめる。 

 

②「人をつつむ形―世界の家めぐ

り」を読んで、筆者が紹介してい

る世界の家のつくりについて読み

取り、整理してまとめる。 
・文章の組み立てを理解し、その土地の

特徴や人々の暮らし、地元にある材料

と家のつくりの２つの観点を押さえ

る。 
・３つの国の家のつくりについて表にま

とめて整理し、筆者のものの見方や考

え方をとらえる。（本時５/11） 
 
③整理したことをもとに、家のつく

りの工夫と、その土地の特徴やそ

こに住む人々の暮らしとの関係に

ついて比べながら考える。 
・その土地の特徴や人々の暮らしにあっ

た家の形であることに着目する。 
 
④世界の土地の特徴や人々の暮らし

方と世界の家のつくりについて、

２つの観点から考え、まとめる。 
・自分の意見を発表し合い、感想を交流 

する。 

⑤単元の学習を振り返る。 
・どんなことを意識して文章を読んだかを

思い出し、自分の学習の仕方を振り返

る。 

【知識・技能】 
２・３・４・５・６時間目 

考えとそれを支える理由など情報と情報

との関係について理解している。（発言・

行動観察・ノート・タブレット） 

【主体的に学習に取り組む態度】 

９・10 時間目 

目的を意識して、中心となる語や文を

見付けて要約し、学習課題に沿って、粘

り強く、分かったことや考えたことを説

明しようとしている。（発言・行動観

察・ノート・タブレット） 

【思考・判断・表現】 

７・８時間目 

「読むこと」において、文章を読んで理

解したことに基づいて、感想や考えをもっ

ている。（発言・行動観察・ノート・タブ

レット） 
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単元終了時に目指す児童の姿 

○筆者の説明の観点を生かし、世界の家のつくりについて考え、 

紹介文にまとめる 

研究主題：確かな学力を身につけ、ともに学び合う子の育成 

〇国語の見方・考え方を働かせる手立てを焦点化させる。 
  ・見方・考え方をどの場面で働かせたいのかを考え、意図的に設定する。 

〇「読むこと」における育成を目指す資質・能力に適切な言語活動を設定する。 
  ・記録や報告などの文章を読み、文章の一部を引用して、分かったことや考えたことを説明したり、意見を述べたりする活動を設定する。 
〇家庭学習(特に予習)を授業の中で生かす場面をつくる。 

・意図的に家庭学習を生かす場面をつくる。 



〈第４学年〉 

◆単元名 日本語の数え方について考えよう 「数え方を生みだそう」               ４ 研究主題に関わって 

１ 単元構想 

 

 

 

                                                

                                  
５ 学習の流れ（全 11 時間） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
２ 単元の目標及び評価規準 
 （１）単元の目標 

 

 

 

 

 
（２）単元の評価規準  

 

 

 

 

 

 
３ 単元の系統性 

 

                            

 

 

 

 

 

 

知識及び技能 思考力、判断力、表現力等 学びに向かう力、人間性等 

考えとそれを支える理由や事

例など情報と情報との関係につ

いて理解することができる。              

(２)ア 

文章を読んで感じたことや考えたこと

を共有し、一人一人の感じ方などに違い

があることに気付くことができる。 

Ｃ(1)カ 
 

言葉がもつよさに気付くとと

もに、幅広く読書をし、国語を

大切にして、思いや考えを伝え

合おうとする。 

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

考えとそれを支える理由や事
例など情報と情報との関係につ
いて理解している。 (２)ア 

「読むこと」において、文章を読んで感

じたことや考えたことを共有し、一人一

人の感じ方などに違いがあることに気付

いている。         Ｃ(1)カ 

 

学習の見通しをもって、筆者
の考えとそれを支える理由や事
例との関係をもとに、積極的に
文章の一部を引用して意見を述
べようとしている。 

３年 ２月 
人をつつむ形―世界の家めぐり 
★ものの見方や考え方をとらえる 

本 単 元 
数え方を生みだそう 

★筆者の考えから自分の考えを広げる 

４年 １０月 
くらしの中の和と洋 

★調べたことを関係付ける 

５年 １月 
「弱いロボット」だからできること 

★多角的にとらえる 

学習過程 主な学習内容及び学習活動 評価の計画及び評価規準、評価の方法 言語活動 
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①単元のゴールを知り、学習の見通し

を立てる。 
・筆者の考えを読み取り、日本語の数え方 

に対する自分の考えを書き、友だちと話 
し合ったり、体験したことをもとに文章 
をまとめ、自分の考えを広げるという学 
習課題を確かめる。 

⑤単元の学習を振り返る。 
・自分の考えが広がっていった様子を確

かめるとともに、学んだことがどのよ

うな場面で生かせるかを考える。 
 

【主体的に学習に取り組む態度】 

９・10 時間目 

積極的に、言葉には考えたことや思ったこ

とを表す働きがあることに気づき、学習の見

通しをもって文章の一部を引用して意見を述

べようとしている。（発言・行動観察・ノー

ト・タブレット） 

【知識・技能】 
２・３・４・５時間目 

考えとそれを支える理由や事例など情報と

情報との関係について理解している。（発

言、行動観察・ノート・タブレット） 
 

単元終了時に目指す児童の姿 
〇筆者の考えを引用し、日本語の数え方に対する自分の考えを文章に書き、

友だちの意見や体験したことをもとに、さらに自分の考えを広げる 

単元で身に付けたい力 

筆者の考えや友だちの意見、体験などから、自分の考えを広げる力 

言語活動とその特徴 

 本単元では、教材文を出発点として、最終的に日本語の数え方について自分なりの考えをまとめるという言語活動を設定し

ている。教材文に書かれている筆者の考えに対する自分の考えをまとめ、それを他の児童と比較・共有し、自分の考えを深め

て書くという手順で学びを深めていく。自分とは異なる他者の意見や物事の感じ方に触れることが、自分のものの見方や考え

方を広げたり深めたりするうえで大切であることを理解させたい。 
 

児童の実態 指導観 

児童はこれまでに、３学年の時、「人を

つつむ形―世界の家めぐり」で、理由や事

例との関係に着目し、筆者のものの見方や

考え方を捉える学習を行ってきた。Ｒ５年

度の標準学力調査の結果では、国語の正答

率は 80.8％と全国より＋10 であった。しか

し、「説明文の内容を読み取る」「調べた

ことをもとに文章を書く」に課題が見られ

た。 

 第一次では、筆者が述べていることに共感したり、疑問を感じたりしたこ

とを話し合い、学習課題をもたせる。 
 第二次では、「数え方を生みだそう」を読み、筆者の考えの根拠となる事

例を見付ける。自分の知識や経験と比べ、筆者の考えについて自分の考えを

書かせ、友だちと交流させる。 
 第三次では、学習前後の自分の考えの変化について考えさせ、日常生活の

場面で、友だちの意見に対して、自分がどう考え、どうしていくかを伝える

ことができるようにさせる。 
 指導にあたっては、これまでに学習したことを使って、筆者の考えに対す

る自他の意見の違いを踏まえたうえで、改めて自分の考えをまとめさせた

い。また、自他の意見を可視化するためにタブレットを活用し、考えを深め

るための手立てとして活用させたい。 

〇国語の見方・考え方を働かせる手立てを焦点化させる。 
  ・見方・考え方をどの場面で働かせたいのかを考え、意図的に設定する。 

〇「読むこと」における育成を目指す資質・能力に適切な言語活動を設定する。 
  ・記録や報告などの文章を読み、文章の一部を引用して、分かったことや考えたことを説明したり、意見を述べたりする活動を設定する。 
〇家庭学習(特に予習)を授業の中で生かす場面をつくる。 

・意図的に家庭学習を生かす場面をつくる。 
 

②本文を読み、筆者がどのように自

分の考えを述べているかを読み取

る。 
・なぜ筆者がそのように考えているの

か、根拠となる事例を探す。 
 
③筆者の述べていることに対して、

思ったことや考えたことをまと

め、話し合う。 
・自分の知識や経験と比べて、筆者の考

えに納得できることや疑問に思うこと

を共有する。（本時６/11） 
・数え方を考える体験を通して、友だち

の意見を聞き、自分の考えを広げる。 
 
④日本語の数え方について自分の考

えを書く。 
・筆者の述べていることを確かめるとと

もに、それに対して自分が考えたこと

を書く。 

 

【思考・判断・表現】 

６・７・８時間目 

「読むこと」において、文章を読んで感じ

たことや考えたことを共有し、一人一人の感

じ方などに違いがあることに気付いている。 

（発言・行動観察・ノート・タブレット） 

研究主題：確かな学力を身につけ、ともに学び合う子の育成 



６ 本時の学習                                                                           

（１）目標                       （本時５/11）                                          （本時６/11） 

 

 
（２）展開 

学習活動及び学習内容 
主な発問や指示（※） 

予想される児童の反応（・） 

指導上の留意点（○） 

評価（★） 

教師の動き 
学習活動及び学習内容 

主な発問や指示（※） 

予想される児童の反応（・） 

指導上の留意点（○） 

評価（★） 

１．本時のめあてを確認する。 
 
 
 
 
２．チュニジアの家の特徴などを本文を

見ながら書き出し、表にまとめる。

（予習したことを生かす。） 

 
３．まとめたことを発表し、前回学習し

たことを参考にしながら、チュニジ

アの家のつくりについてまとめる。  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

４．本時の学習を振り返る。 
 

 
 
 
 
 
 

※チュニジアの家は、どうして、こんな形に

なったのかを本文を見ながら考えましょ

う。 
 
 
家のつくり 
・あなのそこが中庭で、かたすみに小さな野 

菜畑がある。 
・中庭から横にほったあなが部屋になって 

いて、羊やヤギの部屋もある。 
土地の特徴 
・夏は五十度に近く、冬はれい下より下が

る。 
・雨が少なく、水はけのよい土地。 
工夫 
・横にあなをほり、あなの中をしっくいで白 

くぬる。 
材料 
・しっくいで穴の中を塗っている。 
 
※チュニジアの家について分かったことや 

もっと知りたいことを書きましょう。 
・壁にしっくいを使うのは、かべの土を固め 

るためかな。 
・羊やラクダに食べさせる草をラクダや自 

転車で運ぶのは、砂漠で近くに草がないか 
らかな？ 

 
 
 
 
 
○項目ごとにまとめられるよう

に声をかける。 
 
 

 
 
 
 

★考えとそれを支える理由や事

例などの情報と情報との関係

について理解している。（２）ア

（タブレット） 
 
 

 

 
０ 

 

 
３ 

 
 

 

 

１５ 
 

 

 

 
３０ 

 
 

 

 
４０ 
 

 

 

 

 

１．本時のめあてをノートに書き 

確認する。 

 

 
 

２．説得力のある文章になっているか 

確認する。 

   

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
３．文章を発表し、友だちの意見に対

して感じたことや考えたことを発

表し合う。  

 

 

 

 
４．本時の学習を振り返る。 

 

 

 
 

 

※説得力のある文章にするにはどうしたらよい

でしょうか。 

・自分の意見をしっかりと書く。 

・くわしく説明する。 

・体験したことを書く。 
 

※説得力のある文章になっているか考えましょ

う。 

・筆者がいう「これまで受けつがれてきた言い

方」の「まい」や「本」は、今まで使ってきた

からどんなものを数えているのか分かりやす

いと思う。 

・「新しいものを生みだせる」というのは楽しい

が、新しい数え方をどんどんと作っていくと、

分からなくなるのではないか。 

・筆者は「新しいものを生みだせる」といって

いる。ぼくは、いろいろな数え方を考えるの

は楽しいのでいいと思う。 

 

・〇〇くんの意見はぼくと同じで、今まで通り

の数え方の方がいいと言っていた。理由とな

るところはちがったけれど、そうだなと思ま

した。 

・〇〇くんの意見は、ぼくとはちがっていたけ

れど、〇〇くんの意見を聞き、そういう考え

もあると思いました。 

 

 

 

 

・ぼくは、これまで受けつがれてきた数え方の

方が分かりやすくていいと思ったけれど、〇

〇くんの意見を聞いて、新しい数え方を作っ

てみたいと思いました。 

〇前時に予習として、筆者の２つの考えに対

しての自分の考えを考えてくるように声

をかけておく。 
①これまで受けつがれてきた言い方を正しく使っ

ていくことは大切 
②新しいものを生みだせるという、言葉の柔軟さ

にも目を向けることが大切 
 
 

○漠然とした意見文とならないように、自分

の意見は本文のどこに書かれたことに対

する考えなのかを明確にし、本文の一部を

引用しながら、意見を書くように指導す

る。 

 
 
 
 
 
 
 

 
★「読むこと」において、文章を読んで感じ 

たことや考えたことを共有し、一人一人の 
感じ方などに違いがあることに気付いて 
いる。Ｃ（１）カ（タブレット） 

○発表を聞きながら、友だちの意見と自分の

考えを対比させながら感想が言えるよう

に指導する。 
○友だちの意見を聞きながら、タブレットを

使い、自分が納得できたかを付箋の色で残

しておく。 

  

  

  

  

                                                

 
（３）準備物     

 
（４）板書 

 

 

 

 

 

 

第３学年 第４学年 

チュニジアの家のつくりについて、観点に沿って整理することができる。 筆者の考えに対して、自分が思ったことをまとめ、伝え合うことができる。 

時間 

掲示用の本文、メニューボード、タブレット、モニター 掲示用の本文、メニューボード、タブレット、モニター 

11/28 

数
え
方
を
生
み
だ
そ
う 

   

説
得
力
の
あ
る
文 

・
自
分
の
考
え 

・
筆
者
の
意
見
を
引
用 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

「 
 

」
を
使
う 

・
根
き
ょ 

く
わ
し
く 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

自
分
の
体
験 

想
像
し
た
こ
と 

  
 

 
 

    

ふ
り
返
り 

直接指導 間接指導 

本
時
の
流
れ 

め
あ
て 

 

11/28 人
を
つ
つ
む
形
―
世
界
の
家
め
ぐ
り 

             

 ふ
り
返
り 

学
習
の
流
れ 

め
あ
て 本

文 

本
文 

モニター３年側 
（表にまとめたものを提示） 

 

モニター４年側 
（児童の意見を提示） 

チュニジアの家は、どうしてこんなところに作ったのだろう。 筆者が述べていることに対する、自分の考えを伝え合おう。 


